
BCP*1の策定、BCM*2の推進
近年、地震、台風などの不測の事態や情報システムへの不正アクセスやウイルス感染が頻発し、重要な事業が停止する可能

性が極めて高くなっております。当社は患者様の日常生活で欠かせない存在となっているジェネリック医薬品の製造という社
会的使命を全うするべく、BCP 基本計画に準じ、災害に対するリスク低減対策の実施、事業継続の方策検討、BCP の見直し
など、BCM を推進しているところです。

小康期を迎えた新型コロナウイルス感染症は新型感染症の恐ろしさを痛感する災害でしたが、事業継続に関してはこの未曾
有の災害を乗り越えたことで知識や体制をより強化させることができました。当社も現在は感染症に関する BCP 対応は解除
され、コロナ禍以前の生活を取り戻りしつつありますが、コロナ禍で得られた経験を今後発生するであろうパンデミックに活
かせるよう更に BCM を推進してまいります。

高田製薬危機管理体制

＊１　BCP（Business Continuity Plan：事業継続計画）
不測の事態発生時においても、事業を継続させる、または停止した場合でも必要な事案内に復旧・再開させるために行うべき行動、手順、関連帳票やチェックリストなど
を定めた計画書

＊２　BCM（Business Continuity Management：事業継続管理）
BCPを継続的に運用し、維持・改善していくためにPDCAサイクルに基づいて、平常時に行うべき活動や管理をしていく組織的な仕組み

BCPに関する教育・啓蒙活動
BCP 対策では従業員全員の心構えや理解度が重要と考えています。当社では 2022 年 2 月より本部長、部長を対象に全７

回の BCP・BCM 教育を e- ラーニングシステムにて実施し、同年 9 月に全員が受講完了しました。同年 10 月より全従業員に
対象を拡大し、周知徹底を図っております。訓練、課題の抽出、改善を繰り返すことで、災害等が発生しても、医薬品の安定
供給が出来るよう取り組んでおります。

防災への取り組み（安否確認訓練、避難訓練、消火訓練等）
災害時の初動対応の重要性を考え、安否確認訓練や各事業所による避難訓練等定期的に防災訓練を実施しております。平時

より防災訓練を行うことで、事業や企業資産、従業員への損害を最小限化するように努めています。
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当社は、環境と従業員の健康と安全 (EHS) に対する基本的な姿勢を以下の「EHS 方針」に定め、目指すべき姿を示し、組織的・
継続的に取り組んでいます。

経営理念に基づき、地球環境の保護および汚染の予防、ともに働くすべての人々と地域社会の安全衛生の確保に配
慮した事業活動を行うことによって、安心できる職場づくりと豊かな社会の実現に貢献します。

1. 従業員にEHS方針を周知徹底します。

2. 組織の責任と権限を明確にし、質の高いEHS管理体制を構築します。

3. �EHSに関する法令、規則ならびに社会規範を遵守し、EHS水準の維持・向上に努め、良き企業市民とし
て行動します。

4. �研究開発、生産、流通、販売等すべての事業活動において適したマネジメント・システムを運営し、環
境負荷および危険要因を低減させるための継続的な改善に努めます。

5. EHSに関する迅速な情報提供と計画的な教育・訓練によって、従業員の意識の向上を図ります。

6. �EHS方針とその成果および義務に関し、透明性の確保ならびに第三者とのコミュニケーションを通じ
て、地域社会との親愛関係を築きます。

※EHS：Environment, Health and Safety

EHS※（環境・健康・安全）方針

EHSの推進

今後の海外展開等におけるリスクも考慮し、腐敗防止に関する取り組みを強化していく方針です。

⃝腐敗防止に関する基本方針・ガイドラインの改定　　　⃝高田製薬全体への腐敗防止方針の周知及び啓発
⃝社外への腐敗防止方針の周知及び啓発

今後の取り組み内容

⃝「企業活動と医療機関等の関係の透明性に関する指針」を定め、年度ごとに企業活動と医療機関等への資金提供に
関する情報を当社ホームページにて公開しています。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/profile/philosophy/transguide.html

⃝「企業活動と患者団体の関係の透明性に関する指針」を定めました。来年度から企業活動と患者団体への資金提供
に関する情報を当社ホームページにて公開する予定です。

これまでの取り組み内容

腐敗防止
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⃝サステナブル調達方針を基に、サステナブル調達に関するガイドライン、アクションプラン等を策定し運用する。
・サプライヤーへの調査実施体制の構築　・サプライヤーサステナブル調査票の作成
・調査票回答分析、サプライヤー監査の実施など

今後の取り組み内容

⃝当社取引先とのサステナブル調達、CSR等に関する面談を実施。（2社）
⃝当社取引先の設備等見学（1社）
⃝調査表分析、サプライヤーアンケート（準備中）

2022年度取り組み実績

経営理念に基づき、お客様へ高品質な製品を供給するため、法令遵守、公正かつ透明性のある取引に努めるととも
に、人権・環境などの社会的責任にも配慮した調達活動を行います。

1. 公平・公正な取引
調達活動は国内外に開放し、公正かつ透明性のある取引を行い、特定の取引先との非合理的・反社会的な取引は行

いません。

2. 取引先の選定
取引先の選定にあたっては、経営安定性、品質、技術力、安全性、経済合理性（価格・安定供給）、社会的信頼性、

環境への配慮等を総合的に検討することにより公平・公正に決定し、特定の取引先に有利な扱いは行いません。

3. 取引先との関係
取引先は大切なパートナーとして尊重し、コミュニケーションを重視して対等な立場で誠実な対応を行うことによ

り、信頼関係を深め、共に発展するように努めます。

4. 法令遵守の徹底
独占禁止法、公正競争規約、下請法等の国内法令、当社行動基準、関係各国・地域の法令等を遵守します。

5. 機密保持の徹底
調達活動を通じて知り得た情報の機密保持を遵守し、関係のない社内外の第三者へは決して漏洩しません。

6. 人権・環境への配慮
人権尊重や地球環境に配慮した調達活動を行います。

サステナブル調達方針

サステナブル調達の推進

中期経営計画に基づき国内外での事業拡大を図っていく上で、「サステナブル調達」の推進は重要な CSR 課題であると認識
しています。近年、当社のお取引先（医薬品メーカー）から CSR・サステナブル調達への協力要請を受ける事例が増加してお
り、CSR・サステナブル調達に関する各社の方針に当社も賛同し、協力を行っています。今後は、当社側からも能動的にサス
テナブル調達を推進するべく、2022 年 4 月に以下のようなサステナブル調達方針を策定しました。今後以下の方針を基に各
種取り組みに着手する計画です。

医療技術の高度化、高齢者人口の増加などに伴い膨らみ続ける国民医療費を抑制するため、政府によるジェネリック医薬品
の使用促進策が実施されています。2020 年９月までの目標であった「使用割合 80％」が達成され、「経済財政運営と改革の
基本方針 2021（骨太の方針）」( 令和 3 年 6 月 18 日　閣議決定 ) において、新たに「2023 年度末までに後発医薬品の数量シェ
アを全ての都道府県で 80％以上にする」という目標が示されています。

ジェネリック医薬品やお薬の基礎知識についての情報提供
ジェネリック医薬品の普及への取り組みとして当社 HP にてジェネリック医薬品と先発医薬品との違いや、お薬の服用に関

する基礎知識について皆様に情報提供を行っております。また、日本経済新聞にて「健やか豆知識」という情報提供活動を行っ
ており、当社 HP でも公開しておりますので是非ご覧ください。

ジェネリック医薬品について
https://www.takata-seiyaku.co.jp/
general/generic/index.html

お薬の基礎知識
https://www.takata-seiyaku.co.jp/
general/knowledge/take.html

健やか情報
https://www.takata-seiyaku.co.jp/
general/sukoyakanavi.html

ジェネリック医薬品の普及への取り組み

当社では、ジェネリック医薬品を製造し、お取引先へ販売しています。製剤研究開発を強化し、品目数の増加を図っています。
また、併せて、生産能力の増強や生産体制の最適化を図りながら、低コストで高品質な製品の安定供給に努めています。ジェ
ネリック医薬品は先発医薬品と比べて薬価が低く安価であるため、社会全体の医療費における薬剤費の削減や、薬の消費者で
ある患者様の費用負担軽減にも役立っています。当社では、品目数増加の管理指標として、「新規薬価収載件数」を採用して
おり、加えて、「ジェネリック医薬品の供給による医療費削減効果（出荷ベース）」を算出しています。2023 年 6 月期の主な
状況は、以下のとおりです。

ジェネリック医薬品新規薬価収載件数の推移
⃝ 2021 年  6 月期：1 成分 2 規格
⃝ 2021 年 12 月期：2 成分 4 規格
⃝ 2022 年 12 月期：1 成分 2 規格
⃝ 2023 年  6 月期：1 成分 2 規格

（注）＊  薬価収載とは、販売が厚生労働省によって認められた医薬品が、厚生労働省が
定めた薬価基準（価格の一覧表）に公定価格として記載されることです。
これにより、市場への供給が可能となります。

＊ 薬価収載の時期は、毎年6月と12月（年2回）です。

ジェネリック医薬品の供給による医療費削減効果
（注）＊ 当社が当該期にお取引先へ販売したジェネリック医薬品が全て市

場へ供給され、消費された場合を想定して算出しています。
＊  算出方法は、各品目の年間出荷数量に当該品の先発薬価と後発薬

価の差額を乗じて得られた数値を合算しています。
2022年度の削減効果：約248.4億円

医療費削減、患者負担軽減への取り組み

新規収載時期 品目名 薬効

2021年6月 デュロキセチンカプセル 精神神経用剤

2021年12月
レベチラセタム錠
レベチラセタムDS
オロパタジン点眼液

抗てんかん剤
抗てんかん剤
抗アレルギー点眼剤

2022年12月 エスシタロプラム錠 精神神経溶剤

2023年6月 フルチカゾンフランカルボ
ン酸エステル点鼻液

アレルギー性鼻炎治療剤
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